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Wagbyとは 
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Wagby採用の理由(1) 
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 圧倒的な開発生産性の向上 

 Wagby による開発では、Java や HTML といったプログラミング言語の知
識は不要です。ボタン一つでアプリケーションを完成させます。 

 
 



Wagby採用の理由(2) 
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 業務アプリケーションで求められる機能を標準装備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

①入力チェック処理、モデル同士の参照、計算式、カレンダービュー、集計ビュー、帳票、メール送受信機能など
が標準装備。 

②権限管理、内部統制機能の装備。WebサーバとDBの完全分離。 
③CSV、Excelファイル形式のダウンロード、アップロード、一括更新機能の装備。 

 
これらの機能は Wagby 定義ファイルにパラメータを指定するだけで構築できます。  



Wagby採用の理由(3) 
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 プロが納得する非機能要件 

 自動生成されたアプリケーションは "ただ動く" だけではなく、"よりよく動く" ようになってい
ます。これだけの非機能要件が標準でサポート。安心感が違います。 

 
 



Wagby開発イメージ 
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Webアプリケーション 

モデル定義ファイル 
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日経SYSTEMS記事紹介 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

日経SYSTEMS 2012年8月号特集 

          「システムを2週間で作る」にWagbyが掲載 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 



最近の開発事例 

 Salesforceからの移行システム 

 Salesforceは、比較的短期間でCRMシステムが構築できるということで多くの
企業が使用しているが、利用者が多いと、ライセンス料の負担が大きいので、
再構築に多額の費用が掛からなければ、移行を希望する企業が多いと考え
られる。 

 

 CTIと連携したシステム 

 CTIというとコールセンターをイメージするが、今後も業務の中での電話の利
用は継続すると思われる。 

 インバウンド（顧客からの電話）時のサービス向上の手段として、電話とシス
テムの連携機能を活用する効果はある。 

 PBXが無くても、アナログ電話と連携して、インバウンド時に顧客情報を表示
したり、その顧客の過去の連絡内容を表示するといったことは、比較的容易
に実現できます。 
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お問い合わせ 
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株式会社ソフトウェア・パートナー 
 
      増田 賢一 

TEL： 03-3359-2028 

FAX： 03-3359-2027 

MAIL： kenichi.masuda@sp-inc.co.jp 

URL： http://www.sp-inc.co.jp/ 

Wagbyに関するお問い合わせにつきましては、下記担当者へ御照会下さい。 

〒162-0065  東京都新宿区住吉町2-11 


